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はじめに 

 

 「自分も Happy、みんなも Happy」がどこまで進んだかを観点に

ラポールダンス同好会の 2017 年度を振り返ってみました。 

 

 

Ⅰ、2017 年度活動のまとめ 
 

練習した種目と参加人数 

 

    

（1）初級・中級・専科 

   

この一覧（図 1）で見られるように初級はワルツ、タンゴで多くの

時間を割り振りました。中級・専科ではワルツやルンバの練習に

加えてスロー（Slowfoxtrot）のレッスンを多くとりました。これ

は最近のダンスパーティでは、ブルースよりもスローを踊られる

回数が増えていることに注目したからです。しかしスローやルン

バを踊るにあたって、正確な音楽表現がされていず、音楽のリズ

ムカウントが合わないままに踊られることが多いことも現実です。

そのためラポールでは、スローやルンバを踊るときに 4 拍子を 3

歩で動くという難しい課題に取り組んできました。 

 ラポールの定例ダンスパーティでも練習機会がありますが、最

初のカウントが取れれば、ほぼ全員がカウントを外すことなく踊

れるようになったと思います。これからの課題は最初から自分で

カウントをとって踊ることに挑戦したいと思います。 

 レッスンの参加人数は、表のとおり初級 A、Bクラスで年間延べ

2,580 名の多数を数えました。2015 年度と比較しても約 40％増え

ていることになります。（図 2、） 

 初級のレッスンは初めてダンスを踊る人が続けてレッスンに参

加できるよう、また経験者での基本をもう一度レッスンできるよ

うに配慮していますが、十分でないところは皆さんから指摘して

いただきたいと思います。 
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 （2）フォーメーション練習 

 

 ダンスは自分で楽しむ一方で、練習の成果を発表することも楽

しさを増す大きな要因となっています。ラポールでは、中級・専

科・女子チーム（The Nisy Bees）でフォーメーションチームを作

って、友好サークルのパーティで披露することを継続しています。 

 そのための練習は 4月から開始して、7.8 月のサマーパーティや 

秋から年末に行われるイベントに披露できるようにし

ています。 

2017 年度のフォーメーション発表の経過は（別図  ）

のとおりです。中でも女子ノイジーチームは新しいメ

ンバーも加わり技術が蓄積されるという成果を生んで

います。男子も含めて更なる発展を期待するところで

す。 

 

  

（3）個人ペアレッスン 

 

毎週土曜日の 1 時間ではありますが、補習と成果発表

のため個人ペアレッスンを行っています。3～4 か月を

区切りとして、ラポールのダンスパーティで成果を発

表することを目標にしています。 

 希望者にできるだけ公平にチャンスを作るよう努め

ています。 

 

 （4）定例ダンスパーティ 

 

 毎月第 3 日曜日に大原野中学校コミュニティホールで、定例ダ

ンスパーティを開催しています。 

参加数は別表のとおりですが、大雪やホールの設備故障、イベン

トへの参加などで、開催できない月もありました。 

 パーティは近隣ダンス愛好家も参加して交流の場が開けていま

す。日ごろのフォーメーション練習の成果を発表、ワンポイント

図 3 
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レッスンなどプログラムも豊富になるよう努めています。 

 また、ダンスのマナーを学ぶ実践の場としても活用しています。 

 

 （5）友好サークルについて 

 

らくろうダンスサークルとパープルダンス同好会にはラポールの

指導員が参加し指導にあたっています。しかし、両サークルとも

会員の減少傾向にあります。 

 両サークルへはダンスパーティにラポールからフォメーション

参加するなど今後も協力体制を続けていきます。特にらくろうへ

は地域のダンス興隆をするためにも、会員として参加する協力体

制をとることにします。 

  

（6）ダンス研修旅行 

 

2017 年 6 月にユニトピアささやまへ研修旅行をおこない、参

加数 32 名で、パープルダンス同好会、電友会ダンスサークル、ヘ

ルスピアのサークルからも参加がありました。1 泊 2 日のゆっくり

した時間の中で、参加者がお互いに交流を深めることができまし

た。 

 

 

（７） レッスン参加者数の推移 

 

別表（図 3）に示しているように、昨年と比較しても初級 A 初級

B の参加者が増えています。一般的に現在ダンス人口が減少してい

る中で、ラポールだけが増えていることは、ラポールのサークル

活動の内容が高齢化社会の中で評価されていると思われます。 

 

※ 年齢別の構成 

年齢別の構成では、別表の

とおりとなっています。 

社交ダンスが高齢者中心

となっていることは全国

的な報告でも明らかです。

当サークルでも平均年齢

は 72.47 歳です。このこと

は高齢者にとって素晴ら

しい健康運動であり多く

のニーズがあると思われ

ます。 

 前年の平均が 73.9 歳で

したが、今年の平均は 1.5

歳ほど若返りました。一方 50

代の人がゼロとなり 60 代の人

が増えていまです。 

 

 

 

 

図 4 
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※男女別 

男女別の会員数の割合は別表のとおりです。 

 

 

男女の比率では、女性が 70％を占めます。高齢になるにつれて

男女の比率は女性が多くなりますが、それでも男性が少ない現

状にあります。健康な生活を送るためにも男性諸氏がもっと参

加してほしいものです。 

 

 

Ⅱ、会計報告 
 

2017 年はレッスンに多くの参加をいただき、1 レッスン当たりの

単価は安くても十分な資金を得ることができました。 

決算報告・監査報告は別表（図 6 7 ）のとおりです。 

 重要な対外活動である他サークルのパーティやイベントにフォ

ーメーションチームを派遣し 11 回のイベントに 26 チームが出演

しました。この活動はダンス愛好家たちに成果を披露するととも

に、サークル内部の結束の向上に大きな役割を果たしてきました。 

 この活動にあたってドレス代や参加費に対して総額50万円の補

助を行いました。個人の負担軽減に役立てたのではないでしょう

か。 

 

Ⅲ、宣伝活動 
 

毎月発行の竹の子通信は皆さんの必需品になっているのではない

でしょうか。またホームページ通しての対外宣伝活動も継続して

行ってきました。（図 13  ）に訪問者数を載せています。現在

の閲覧者はサークル内よりも外部の人が多く閲覧しているようで

す。「どんなんかな～」という見方がされているのではないでしょ

うか。 

 

  

図 5 
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図 8 



2017 年度のまとめと 2018 年方針  6 
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Ⅳ、2018 年の活動にむけて 
 

レツスンについて  
 

① 火曜日： 

初級クラスは、「基本の練習の繰り返し」をベースに、ダンスを

楽しみながら踊るとともに、技術の習得に勤めてもらえるよう

な指導を続けて行きます。 

中級クラスは、基本を大切にしながらも、音楽に合わせてカッ

プルで気持ちよく 踊ることから、もっと、大きくそして美し

く踊れるよう指導します。 

ダンスを踊れる身体作りについても、ストレツチ・エクササ

イズを導入します。 

  

② 土曜日： 

土曜日は女子のノイジービーと火曜日のレッスンに来られない

人を対象にしたレッスン内容とします。ノイジーは女子だけで

なく男子にもおすすめのレッスンです。 

  

 

 

③ フォーメーション： 

多人数で、一つの形を作りながら踊るのは、結構難しいのです

が、足型の習得だけでなく、みんなで協力しあいながらひとつ

のものを作りあげていく楽しさを共有していきたいと思います。 

 

 

 

④ 個人・ペアレッスン： 

ペアでの受講を原則とし、その成果を発表することを目標とし

ます。  

  

⑤ 指導員の派遣： 

引き続き、「らくろうダンスサークル」と「パープルダンス同好

会」に、指導員を 派遣し、社交ダンスの楽しさを伝え、その

普及に尽力して行きます。 
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行事  

 

① 定例ダンスパーティ： 

月に一回開催することで、実際のパーティで踊るという訓練に

なります。 自由に踊れるとともに、リードやフォローの練習

にもなります。また、フォーメーションの練習を披露する場と

もなります。 

  

② ダンス研修旅行： 

他のサークルの方たちとの交流の場にもなりますし、会員同士

の親睦も図れます。  

  

③ クリスマスパーティ：  

毎年、他サークルの参加があり、多く方々との交流を図れます。

フォーメーションの発表や、沢山の方と踊れる機会にもなり、

自分の技術の再確認が出来ます。 

  

対外的イベントへの参加  

① ＪＤＳＦ（ダンススポーツ連盟） 

引き続き、日本ダンススポーツ連盟の京都の加盟サークルとして、

社交ダンスの普及活動の役割を果たしていきます。ダンスが盛ん

になるには、その底辺の拡大が必須となりますが、振興する対策

「ダンスの祭典 in 京都」等に参加してきます。 

 

② 他サークルのイベント 

 

日頃の練習の成果を発表する場として、他のサークルのイベント

に参加し、いろんな方とふれあい、交流を図るとともに、その成

果を披露します。 

  

③「夢のダンス」への取り組み 

 

一昨年からパープルダンス同好会が取り組んでいる、デイサービ

スへの「夢のダンス」ボランティアは、入所されている高齢者や

障碍者には大変喜んでいただき、また訪問する側も感動を覚える

活動です。 

 ただ先般（４月 2日）に行った紫明会館デイサービスへの訪問

で、慰問者の付けていた指輪で

入所者の手先に小さな傷を生

じることがありました。今後の

活動においては安全に十分配

慮した取り組みを勧めたいと

思います。 
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２０１８年度新役員  
  

 

新年度は新しく児島君美さんにも加わっていただき、９名体制の

役員会とします。（図 12  ） 
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